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■人口と世帯

人口　　59,730（－17）
男　　28,209（－14）
女　　31,521（－３）
世帯数　20,747（＋12）
８月末現在（前月末比）

Q
だ
ん
だ
ん
と
秋
を
感
じ
さ
せ
る
「
も
の
」

が
増
え
て
き
ま
し
た
ね
ぇ
〜
。
栗
・
柿
・

梨
そ
れ
に
ぶ
ど
う
・
・
・
食
べ
物
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
笑
）

Q
近
年
食
べ
物
で
は
あ
ま
り
四
季
を
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
年
中
い
ろ
い
ろ
出
回
っ
て

い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
時
期
の
旬
が

一
番
で
す
よ
ね
！
私
は
胃
袋
で
秋
を
感
じ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
、
何
で

秋
を
感
じ
ま
す
か
？
投
稿
で
で
も
い
い
の

で
教
え
て
く
だ
さ
い
！
　
　
　
　
（
英
）

Q
よ
う
や
く
秋
が
や
っ
て
き
そ
う
な
気
配

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
今
年
の
夏
も
暑

か
っ
た
で
す
ね
ぇ
。
ど
う
も
気
候
が
亜
熱

帯
化
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
…
。

Q
確
か
石
油
メ
ー
カ
ー
の
Ｃ
Ｍ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
温
暖
化
防
止
は
「
間
に
合

い
ま
せ
ん
で
し
た
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
、

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
重
い
一
言
で
す
よ
ね
。
ど
う
す

れ
ば
「
間
に
合
う
」
か
。

Q
秋
の
夜
長
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
孝
）

文化財といえば、古墳・横穴墓・埋蔵物等が頭に浮
かびますが、鍬

く わ

や鎌といったものも文化財になります。
今月ご紹介する「六地蔵」もそんな文化財のひとつな
のです。
六地蔵とは、高さが約２メートル、六角形をした石
柱の六面それぞれに地蔵尊

じ ぞ う そ ん

が刻まれているもので、山
鹿市の各地で見受けられます。
そのほとんどは江戸時代に建立されたもので、今で

は道野辺
み ち の べ

に静かにたたずんでいます。六地蔵が建立さ
れているところは江戸時代に主要道路だったところで、
また、その近くには寺社や寺社跡が見受けられます。
市内には、山鹿に８基、鹿北に１基、菊鹿に10基、鹿
本に６基、鹿央に５基あり、鹿央では指定文化財とし
て案内板を設置しています。その案内板には、次のよ
うな解説が書かれており、道行く人の目がそそがれて
います。
『釈迦入滅

しゃかにゅうめつ

後、弥勒菩薩
み ろ く ぼ さ つ

がこの世に出現するまでの
間、即ち無仏の期間を担当して衆生

しゅじょう

を救済する菩薩を
地蔵といい、平安時代から信仰が盛んになり、特に江
戸時代には庶民の信仰をあつめた。
人死ねば地獄・餓鬼道・畜生道・修羅道・人道・天
道の六道（六つの世界）に往き、それぞれ因果応報

い ん が お う ほ う

を
うけねばならぬが、地蔵を信仰し供養すれば、その
功徳
く ど く

によって六道にそれぞれの地蔵が出現して、苦し
んでいる亡者を済度

さ い ど

するといわれる。
六地蔵は、その信仰の証として建立されたもので、
この地域の信仰のあつさを物語るものである』

ろ く じ ぞ う

今回の紹介者

寺本　重美さん
鹿央町合里

（山鹿市文化財保護委員）

▲
鹿央町広にある六地蔵
（写真上）。六面それぞ
れに地蔵が彫られてい
ます（写真左）。

▲

今年６月、菊鹿町上内田の棚田で都市と農村の交流を目的に田植えがありました。そし
て、稲穂が頭をたれはじめた９月３日。田植えに訪れたみなさんが再び集まり、かかしづ
くりがありました。実りの時期まであと少し。収穫のその時まで、手作りのかかしが大切
な稲を守ってくれることでしょう。

２p

３～４p
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介
護
保
険
制
度
は
、
皆
様
の
保
険
料

と
公
費
（
税
金
）
で
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
増
大
す
る
中
、
保
険
料

の
上
昇
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
た
め
に

は
、
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
る
費
用

を
効
率
化
・
重
点
化
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

今
の
制
度
で
は
、
同
じ
よ
う
な
介
護

状
態
の
人
で
も
、
家
で
暮
ら
し
て
い
る

方
と
施
設
に
入
所
（
入
院
）
さ
れ
て
い

る
方
と
で
は
費
用
負
担
が
大
き
く
違
い

ま
す
。
家
で
暮
ら
し
て
い
る
方
は
居
住

費
（
家
賃
、
光
熱
費
な
ど
）
や
食
費
は

本
人
が
負
担
し
て
い
る
の
に
対
し
、
施

設
に
入
所
（
入
院
）
し
て
い
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
費
用
は
保
険
か
ら
給
付
さ
れ

て
い
ま
す
。（
食
材
料
費
を
除
く
）

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
ど
こ
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
も
、
給
付
と
負
担
が
公

平
と
な
る
仕
組
み
に
な
る
よ
う
、「
居

住
」
や
「
食
事
」
に
か
か
る
費
用
は
保

険
給
付
の
対
象
外
、
自
己
負
担
と
な
り

ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
お
よ
び
見
直
し
が
行
わ

れ
る
費
用
（
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

・
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養

型
医
療
施
設
）
の
利
用
者

…
居
住
費
、
食
費

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活

介
護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
）
の
利

用
者
　
　
　
　
　
…
滞
在
費
、
食
費

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）、
デ
イ

ケ
ア
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

の
利
用
者
　
　
　
　
　
　
　
…
食
費

低
所
得
者
の
方
に
つ
い
て
は
負
担
軽
減

が
あ
り
ま
す

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の

方
や
生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

の
場
合
は
、
施
設
利
用
・
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
居
住
費
（
滞
在
費
）
と
食
費
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

居
住
費
と
食
費
の
負
担
額
は
、
居
住

の
種
類
と
所
得
段
階
に
応
じ
て
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

負
担
軽
減
の
た
め
の
申
請
等
に
つ
い
て

軽
減
が
必
要
な
方
は
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
申
請
書
は
、
各
総
合
支
所

介
護
保
険
係
ま
た
は
健
康
福
祉
係
に
あ

り
ま
す
。…

本
庁
・
い
き
が
い
推
進
課
　

介
護
保
険
係
　
1
４
３
‐
０
０
５
２

お
よ
び
各
総
合
支
所

山
　
鹿
　
1
４
３
‐
１
５
２
４

鹿
　
北
　
1
３
２
‐
３
１
１
１

菊
　
鹿
　
1
４
８
‐
３
１
１
１

鹿
　
本
　
1
４
６
‐
３
１
１
２

鹿
　
央
　
1
３
６
‐
３
１
１
４

山
鹿
市
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
、
転

入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更
な
ど
の

住
民
異
動
を
提
出
さ
れ
る
際
に
、
窓
口

で
の
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
務
は
、
ご
本
人
の
意
志
に
よ

ら
な
い
虚
偽
の
各
種
届
出
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
届
出
を
す
る
と
き
に
は
、

各
種
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
左
コ
ラ
ム
参
照
）、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の

身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
婚
姻
や
養
子
縁
組
な
ど
の
戸

籍
届
出
に
つ
い
て
も
本
人
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

…
市
民
課
　
1
43
‐
１
１
６
９
　

お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

鹿
　
北
　
1
32
‐
３
１
１
１

菊
　
鹿
　
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
　
本
　
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
　
央
　
1
36
‐
３
１
１
３

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
は
次
の
よ

う
な
利
用
が
で
き
、
交
付
手
数
料
５
０

０
円
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

q
住
所
地
以
外
の
市
町
村
で
自
分
の
住

民
票
の
写
し
が
取
得
で
き
ま
す

w
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
的
な

申
請
・
届
出
が
で
き
ま
す

e
写
真
付
き
タ
イ
プ
は
、
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す

問
合
せ

問
合
せ

平成17年10月から介護保険法が改正になり、

どこでサービスを受けても、

給付と負担が公平な仕組みになります。

募
集
期
間

10
月
１
日
g
〜
31
日
b

（
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
、
持
参

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
は
当

日
午
後
５
時
ま
で
）

募
集
内
容

市
の
花
、
木
、
鳥
と
し
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

q
山
鹿
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の

w
市
民
に
な
じ
み
が
深
い
も
の

e
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の

r
そ
の
他
山
鹿
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

応
募
用
紙

花
・
木
・
鳥
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
も
の
の
「
名
称
」

（
１
点
の
み
）
と
選
ん
だ
「
理
由
」

（
理
由
の
記
入
が
な
い
場
合
無
効
と

な
り
ま
す
）

応
募
資
格

山
鹿
市
は
も
と
よ
り
、
市
外
の
方
の

応
募
も
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
他

・
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん

・
市
の
花
・
木
・
鳥
の
応
募
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
１
人
１
回
と
し

ま
す
。

・
応
募
内
容
に
つ
い
て
市
民
の
代
表

者
等
で
組
織
す
る
委
員
会
が
検
討

を
行
い
、
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

・
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
応
募
が

な
か
っ
た
場
合
、
選
定
し
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

…
企
画
振
興
課

1
４
３
‐
１
１
１
４

問
合
せ

〒８６１‐０５９２　山鹿市山鹿９７８番地
山鹿市役所　企画振興部　企画振興課　地域振興係
ＦＡＸ番号　1０９６８‐４２‐８２８８
Ｅメールアドレス　kikaku@city.yamaga.lg.jp

応　募　先

※次ページが応募用紙になっています。持参は山鹿、鹿北、菊鹿、鹿本、鹿央の各総合支所の応募箱でも受け付けます



郵便番号　〒

住　　所

（理　由）

氏　　名
ふ り が な

電話番号　（ ） －

年　齢

市の花

（理　由）

市の木

（理　由）

市の鳥

山鹿市「市の花」「市の木」「市の鳥」応募用紙

○応募は１人１回、花、木、鳥のそれぞれについて１点のみとします
○花、木、鳥のいずれかのみの応募もできます
○理由の記入がない応募は無効となります

【応募上の注意】

山
鹿
市
で
は
、
新
市
発
足
を
記
念
し

て
市
民
の
規
範
と
な
る
愛
市
憲
章
の
制

定
に
向
け
て
「
山
鹿
市
民
憲
章
等
検
討

委
員
会
」
を
設
け
、
今
年
12
月
を
め
ど

に
山
鹿
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
、

愛
市
憲
章
の
制
定
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。市

民
憲
章
等
検
討
委
員
会
で
は
、
下

記
の
と
お
り
草
案
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言

を
参
考
に
し
な
が
ら
制
定
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

こ
の
草
案
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
、
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
紙
に
ご
記

入
い
た
だ
き
、
市
役
所
お
よ
び
各
総

合
支
所
に
設
置
す
る
応
募
箱
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

募
集
期
間

10
月
１
日
g
〜
31
日
b

（
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
、
持
参

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
は
当

日
午
後
５
時
ま
で
）

応
募
先
（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
場
合
）

郵
　
送

〒
８
６
１
‐
０
５
９
２

山
鹿
市
山
鹿
９
７
８
番
地

山
鹿
市
役
所
　
秘
書
課

Ｆ
Ａ
Ｘ

1
４
４
‐
０
３
７
３

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
　
　

hisho@
city.yam

aga.lg.jp

…
秘
書
課

1
４
３
‐
１
１
１
０

問
合
せ

制　定　の　趣　旨

わたしくしたちは、平成の大合併により極めて広域の山鹿市民となりました。
この広大な地域性に立って、住みよい郷土の実現と発展を願い、望ましい心
のあり様を中心に据え、愛市憲章の草案を次のようにつくりました。



若
者
の
定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
市

営
住
宅
新
規
建
設
分
の
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

団
地
名

一
里
木
（
い
ち
り
ぎ
）
団
地

所
在
地

山
鹿
市
鹿
央
町
広
１
５
４
番
地

（
鹿
央
公
民
館
横
）

住
宅
の
構
造
及
び
床
面
積

木
造
２
階
・
一
戸
建
て

80
g
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

募
集
戸
数

８
戸

入
居
期
日
（
予
定
）

平
成
18
年
４
月
１
日

住
宅
使
用
料
（
家
賃
）

月
額
４
万
５
千
円

敷
　
金

使
用
料
（
家
賃
）
の
３
か
月
分

※
入
居
前
に
納
付

入
居
者
の
資
格

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ
と

・
国
税
・
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
で
あ
る
こ
と

入
居
優
先
基
準

原
則
５
年
以
上
入
居
を
希
望
す
る
方

お
よ
び
小
学
生
、
ま
た
は
就
学
前
の

子
を
扶
養
し
て
い
る
方
を
優
先
し
ま
　

す
。

入
居
申
込

入
居
申
込
書
一
式
は
、
市
役
所
住
宅

課
お
よ
び
鹿
央
総
合
支
所
建
設
課
に

準
備
し
て
い
ま
す
。

※
記
入
内
容
に
虚
偽
が
あ
っ
た
場
合
は
、

無
効
と
な
り
ま
す

申
込
先

市
役
所
住
宅
課
管
理
係
（
別
館
２
階
）

募
集
期
間

10
月
３
日
b
〜
11
月
30
日
d

※
期
限
厳
守
。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
の

申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

入
居
の
決
定

厳
正
な
審
査
の
う
え
決
定
し
、
後
日
、

決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

応
募
者
が
募
集
戸
数
を
上
回
っ
た
場

合
は
、
原
則
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

…
住
宅
課
管
理
係

1
４
３
‐
１
５
８
７

問
合
せ

一、わたくしたち山鹿市民は郷土のすぐれた自然と恵まれた資源を守り、美しいまちをつくります。

一、わたくしたち山鹿市民は由緒ある伝承や文化財を大切にし、豊かな市民文化の創造につとめます。

一、わたくしたち山鹿市民は各世代の創意と活力を集め、明るく健康なまちをつくります。

一、わたくしたち山鹿市民はきまりを守り、互いに温かい心で接し、安らぎのある住みよいまちをつくります。

一、わたくしたち山鹿市民は仕事に励み、奉仕と感謝の心をもって社会につくします。

郵便番号　〒

住　　所

氏　　名
ふ り が な

電話番号　（ ） －

年　齢



このまちの

あんなこと

こんなこと満載！

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲

▲今日から自分との戦いだ！頑張るぞ！！

…山鹿市鹿本地区小学６年生　
8月22日～23日　鹿本町「明照寺」～日田市「咸宜園」

グ
イ
ッ
！
朝
の
空
気
を
胸
一
杯
に
吸
い

込
ん
で
き
も
ち
よ
か
ぁ
〜

▲自分たちの町は自分たちの手で！

…三玉校区防犯パトロール隊結成式　8月26日　山鹿市三玉校区

…ラジオ体操・みんなの体操会
8月31日　鹿本体育館駐車場

…くまもと・みんなの川と海づくりデー
8月28日　菊池川（山鹿）・岩野川（鹿北）・内田川（鹿本）

命の源である「水」、それからなる川と海はかけがえのない
大切な資源です。ふるさとのきれいな川と海を守り、次世代
に伝えていくことを目指し、県か一斉に美化清掃活動が行わ
れ、山鹿市でも菊池川、岩野川、内田川の河川を、小雨降る
中250名の参加者で行いました。回収したごみは、可燃物が
170kg、不燃物が180kgもありました。
山鹿市も多くの河川や豊富な地下水を有するなど、豊かな

水環境に恵まれていますが、この機会にもっと水の有り難さ
や感謝の気持ちを持ちたいものです。

▲

あ
い
に
く
の
小
雨
も
な
ん
の
そ
の

き
れ
い
な
川
を
守
る
た
め
！

地域の住民で結成された防犯パトロール隊が、このほど山鹿市で初
めて三玉校区で結成されました。その名も「三玉防犯パトロール隊」
事故や犯罪を小さいうちから防ぎ、地域ぐるみで子どもを守り、住

民防犯に対する意識を高め、明るい町づくりを目的に、渕上孝則隊長
を筆頭に三玉校区の有志31名（８月16日現在）で結成されました。
結成式の後、各自パトロールのステッカーを貼った車に乗り込み、

三玉校区各所へパトロールに出かけました。

「1・2・1・2！朝から気持ちよかですなぁ～」と
大きく伸びをしながらラジオ体操の前の準備運動を
しながらの男性の第一声！
８月最後の日の朝に鹿本体育館駐車場でラジオ体

操がありました。
すがすがしい朝の光を浴びて、約600名の市民が

一斉にラジオ体操をする風景は、一日のやる気を起
こさせるものでした。

熊本県下初の総理大臣「清浦奎吾」（鹿本町出身）が少年のころ、学
んでいた大分県日田市「咸宜園」まで歩いた道程を、その意思を継ぐ者
として鹿本地区の３小学校６年生86名が歩いて挑戦しました。
各小学校のＰＴＡや民間ボランティアなどによる支援者のバックアッ

プの下、元気よく清浦奎吾の生家「明照寺」をスタート！途中に給水所
や簡易トイレなどを設け、熱射病対策を万全に、無事目的地にたどり着
きました。
途中の昼食は、山鹿食生活改善推進協議会鹿本支部の方々によるおに

ぎりが出され、夜は自分たちでカレーを作るなど、自分磨きの鍛錬にも
なったようです。
帰りは、雨に見舞われたものの、子どもたちの思い出の中には、辛さ

と楽しさが長く記憶に残ることでしょう。

…一日下水道課長　9月7日　山鹿浄水センター

灯籠まつりの２日間に、各町内の奉納灯籠をめぐるスタンプラ
リー。その応募者に贈られる賞品の抽選会がありました。
今年は、すべての奉納灯籠をまわった人が451人、20か所以上

が199人、10か所以上が545人、５か所以上が235人で、総数1,430
人から応募がありました。
抽選は、荒木祥之山鹿温泉観光協会会長、高口功二郎商工会議

所会頭、中嶋憲正市長により行われました。その結果、１等の宮
造り灯籠が宮崎県都城市の上原和博さんほか３人に、２等の金灯
籠が熊本市の上田スミ子さんほか４人にそれぞれ贈られることに
なりました。

▲浄水場を一望できる２階のコンピューター制御室で職員か
らシステムの説明を受ける中島さん

…灯籠まつりスタンプラリー抽選会　９月２日　市役所　

鹿本地区川南区長の中島信一さんが「全国下水道の日」
（９月10日）にちなみ、一日下水道課長の委嘱を受けました。
委嘱状を受け取り、早速下水道課に赴任した中島さんは、

職員から事業概要を聞いたり文書の決済などを行いました。
その後、浄水センター施設や工事現場、各地区の処理場な

どを視察し、現場の状態について熱心に説明を受けられまし
た。
中島さんは、「地区での水洗化率を上げるためにも協力し、

普及に努めたいと思います。」と話しました。

▲めぐった箇所数ごとに抽選がありました

▲

来
年
も
全
国
大
会
を
目
指
し
ま
す
！

たけし

８月25日、埼玉県で開かれた「第34回全国消防救助
技術大会」ロープブリッジ渡過競技で山鹿消防署消防
１課の消防士・中野亘さんが見事入賞を果たしました。
全国大会での入賞は、鹿本管内では初の快挙です。
中野さんは「これまでに３回出場して、ついに全国

にいけたので、とてもうれしかったです。また、自信
にもつながりました。この技術を日頃の勤務に活かし
ていきたいです」と感想を語りました。

…市内各地でボランティア清掃作業

とても暑かった今年の夏。そ
んな中、ボランティアで地区の
清掃を行ったみなさんがいまし
た。８月９日に山鹿地区で山鹿
市建設業協会、８月26日に菊鹿
地区で安全運転管理者等協議会
菊鹿支部、８月31日に鹿央地区
で地元の建設業関係者と、それ
ぞれのみなさんが、蒸し暑い中
市道や河川敷の除草や清掃に汗
を流しました。

▲山鹿地区（右上）、鹿央地区（左
上）、菊鹿地区（左下）での作業
の様子



山
鹿
植
木
広
域
・
第
10
回
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
総
合
体
育
館
で
は
、
優
良
防
火
ク
ラ

ブ
の
表
彰
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発

表
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
屋
外
で
は
、
は
し
ご
車
体

験
・
煙
体
験
・
初
期
消
火
体
験
・
綱
渡
り
体
験
な
ど

の
消
防
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。

７
つ
の
消
防
体
験
を
す
べ
て
ク
リ
ア
し
て
ス
タ
ン

プ
を
集
め
る
と
、
記
念
品
が
も
ら
え
ま
す
よ
！
み
な

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時u

10
月
22
日
G

午
前
10
時
か
ら

場
　
所u

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

主
な
催
しu

・
優
良
消
火
ク
ラ
ブ
表
彰

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）

・
消
防
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
は
し
ご
車
体
験
・
煙
体

験
・
初
期
消
火
体
験
・
綱
渡
り
体
験
な
ど
）

山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
１

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

・おはなし会
日時u10月１日g・８日g・15日g

22日g・29日g 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u10月４日c・18日c・25日c

午前11時から
u10月21日f 午前10時から

・おはなし会
日時u10月26日d 午後２時30分から

鹿本図書館
u10月３日b・10日-・11日c・
17日b・24日b・31日b

山鹿中央公民館図書室
u10月31日b

鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜
菊鹿町公民館図書室
u年末年始のみ
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜

生涯学習・健康センター「ひだまり」の各部屋で、いろいろなイ
ベントを開催します。みなさんのご来館をお待ちしています！

…鹿本図書館　1４６‐１３１０問合せ

図書館クイズ（10/１～10/23）
クイズに答えてプレゼントを
ゲットしよう！

全国調べる学習コンクール作品展
最新入賞作品24点を展示します。

他 に も い ろ い ろ

平岩弓枝の世界
を楽しみながら、
お茶で一息…
時間u
午後２時～４時

 

 

 

手作りの温かい絵
本をつくります。
初めての方もや
さしく指導します。
時間u
午後１時30分から

 不思議な世界を体験
しよう！
時間u
q午後２時15分から
w午後３時15分から

第１部
時間u午後１時30分から（幼児向け）

第２部 第十九の九話より「春のわかれ」
時間u午後２時15分から（小学生以上大人向け）

０歳児さんからどうぞ！
紙をちぎって作品を
作ります。
時間u
q午後２時15分から
w午後３時15分から

※「つくってたべるおはなし会」と「布の絵本つくり」は、事前に鹿本図書館へお申し込みください

おはなし会を楽し
んで、親子でいろ
いろなおにぎりを
作りましょう！
時間u
午前10時30分から

《今月は菊鹿公民館図書室から》

大切な人を亡くしたとき、悲しみを癒してくれるのは・・・。世界中の
悲しみを癒してくれる「死と再生の詩」はいったい誰が書いたのか？愛
の永遠を高らかにうたいあげる究極のラブストーリー。

ロビン・クライン／作　安藤紀子／訳　偕成社

なによりも馬が好きで、フリルだのレースだののついた服は死ぬほどき
らいという女の子ペニーは、ママの出産の時期をおばさんの家で過ごす
ことになった。ことあるごとに、おばさんの家の環境になじめないとか、
赤ん坊がきらいだとか書いているペニーの心境。痛快な女の子ペニーが
活躍するお話しです。

新井満／文　佐竹美保／絵　理論社

全世界34ヶ国で出版され、数百万人の子どもたちが愛読。「ニューヨーク
タイムズ」ベストセラーをはじめ各国でベストセラーとなった大人気フ
ァンタジーついに完結！

1 3
ジズー・コーダー／著　技広淳子／訳　ＰＨＰ研究所

「もはやいかなる権威にも倚りかかりたくはない　ながく生きて心底学ん
だのは、それぐらいじぶんの耳目　じぶんの二本足のみで立っていて、
なに不都合のことやある。倚りかかるとすればそれは椅子の背もたれだ
け」（「倚りかからず」より）凛として生きる自立した女性へのおすすめ
の１冊です。

茨木のり子／著　筑摩書房

全
国
で
高
齢
者
を
狙
っ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺

が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、
県
内
で
も
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
水
道
あ
る
い
は
床
下
の
点
検
と
称
し
て

訪
問
し
、「
工
事
を
し
な
い
と
家
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

る
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
こ
と
を
言
い
、

契
約
を
さ
せ
る
も
の
で
す
。

ま
た
契
約
を
急
い
だ
り
、
一
度
契
約
す
る
と
次
々

に
契
約
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

【
対
処
法
】

◎
契
約
す
る
前

・
知
ら
な
い
人
は
家
に
入
れ
な
い

・
家
族
や
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
す
る

・
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
い
く
つ
か
の
業
者
に
見

積
も
り
さ
せ
る

◎
契
約
し
た
後

・
契
約
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
る

・
販
売
方
法
に
問
題
が
あ
れ
ば
８
日
以
上
で
も
取

り
消
し
が
可
能
で
す

※
高
齢
者
を
守
る
た
め
に
は
予
防
と
早
期
発
見
が
大

切
で
す
。

q
高
齢
者
宅
に
見
か
け
な
い
車
が
停
車
し
て
い
た

ら
声
を
か
け
る

w
訪
れ
た
際
に
見
慣
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
ら
聞

い
て
み
る

な
ど
、
日
頃
か
ら
地
域
ぐ
る
み
で
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ



子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐3111

46‐2635

36‐2150

43‐0050

43‐1155

広　場　名 電話番号

病後児保育室「あすなろ」は、山鹿保育園に併設
されています。集団生活がまだ無理かなと思われる
病気回復期の子どもたちが、体調に合わせ１日をゆ
っくり過ごしています。
また、専任の看護師が時間ごとに検温し、状態を
観察しながらなるべく多く安静な時間がとれるよう
にしています。おおむね１歳から小学校低学年まで
利用できますので、利用されたい方は事前に登録を
お願いします。登録は無料です。

病後児保育室「あすなろ」 148‐1281

子どもの迎えが遅くなり、
帰ってゆっくり病後児記録表
を見てみると、１日の様子が
わかり、とても安心しました。
子どもは「明日もいきたい！」
と言っていて、楽しかったよ
うです。これからも利用した
いと思います。

▲１日ゆっくりすごしているよ！

子どもはテレビやゲームが大好き！
そんな子どもたちの毎日にどう向き
合っていけばいいのでしょうか。
日時u10月６日E 午前10時～正午
場所u鹿本生涯学習・健康センター

「ひだまり」
講師u宮本智子氏
（「子どもとメディア」常務理事）
※お申し込みは
各支援センターまで

私
た
ち
の
園
は
、
キ
リ
ス
ト
教
保
育
を
土

台
に
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
自

由
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〜
主
人
公
は
子
ど
も
た
ち
〜

主
人
公
は
子
ど
も
た
ち
で
す
。
先
生
た
ち

は
「
〜
し
な
さ
い
」
と
命
令
形
を
使
い
ま
せ

ん
。「
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
が
主
人
公
！
」

を
心
掛
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
け
ん
か
の
解

決
、
日
常
の
細
や
か
な
点
、
行
事
の
活
動
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
と
話
し
合
っ
て
決
め
て
い

き
ま
す
。
自
分
た
ち
で
決
め
た
こ
と
だ
か
ら

約
束
も
守
れ
る
し
、
最
後
ま
で
が
ん
ば
れ
る
。

自
信
も
つ
い
て
き
て
表
情
も
い
き
い
き
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
教
師
も
子
ど
も
も
気
持
ち
を

大
切
に
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

〜
体
験
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
〜

園
外
保
育
を
と
お
し
て
自
然
や
社
会
の
中

に
入
り
様
々
な
経
験
を
し
ま
す
。
秋
は
、
お

芋
掘
り
、
社
会
見
学
（
勤
労
感
謝
）、
落
ち

葉
・
ど
ん
ぐ
り
拾
い
な
ど
を
し
ま
す
。

ク
ッ
キ
ン
グ
も
大
好
き
！
収
穫
感
謝
祭
で

カ
レ
ー
を
作
り
ま
す
。
年
長
児
に
な
る
と
包

丁
作
業
は
お
手
の
も
の
で
す
。
パ
ン
作
り
も

お
い
し
く
で
き
ま

し
た
よ
。

少
人
数
の
あ
た

た
か
い
家
庭
的
な

雰
囲
気
で
手
作
り

保
育
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

三
玉
保
育
園
は
、
来
年
30
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
約
950
人
の
子
ど
も
た
ち
が

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

広
い
園
庭
や
菜
園
、
草
っ
ぱ
ら
で
常
に
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
元
気
に
子
ど
も
た
ち
が

過
ご
し
て
い
ま
す
。
の
び
の
び
と
遊
ぶ
中
に

も
約
束
や
き
ま
り
は
き
ち
ん
と
守
り
、
人
の

話
を
し
っ
か
り
聞
き
、
自
分
の
思
い
を
伝
え

ら
れ
る
子
ど
も
を
育
ん
で
い
ま
す
。

三
歳
以
上
児
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
保
育
と
い
う

異
年
齢
の
ク
ラ
ス
で
生
活
し
な
が
ら
、
同
年

齢
活
動
で
た
く
さ
ん
の
経
験
が
で
き
る
よ
う

考
慮
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
は
、
大
き
な
お

家
で
、
子
ど
も
た
ち
は
み
な
兄
妹
姉
妹
の
よ

う
で
す
。

今
年
度
の
保
育
テ
ー
マ
は
『
食
育
』。

菜
園
で
育
て
、
自
分
た
ち
で
収
穫
し
、
ク

ッ
キ
ン
グ
保
育
を
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
食

べ
物
の
も
つ
色
々
な
栄
養
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。一

時
保
育
で
は
、
年
間
500
人
近
い
未
就
園

児
を
お
預
か
り
し
、
子
育
て
広
場
『
に
こ
に

こ
ク
ラ
ブ
』
で
は
毎
週
水
曜
日
に
20
組
近
い

親
子
さ
ん
が
遊
び
に
こ
ら
れ
ま
す
。

楽
し
い
子
育
て
を
応
援
す
る
保
育
園
で
す
。

▲勤労感謝　発見や不
思議に出会います。い
ろいろな体験を通して
感謝の気持ちを大切に
します。

143‐6330

▲みんななかよし！みんなげんき！

本
園
は
、
周
囲
に
田
園
が
広
が
り
、
遠
く

に
は
阿
蘇
の
山
々
を
望
め
る
場
所
に
あ
り
ま

す
。四

季
の
自
然
を
感
じ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
を
利
用
し
て
の
散
歩
コ
ー
ス
は
、
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

保
護
者
を
中
心
に
し
た
夜
店
と
子
ど
も
た

ち
手
作
り
の
お
化
け
屋
敷
で
賑
わ
っ
た
夏
祭

り
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
園
庭
の
木
々
に
集
ま
る
セ
ミ
と
、

毎
日
の
よ
う
に
姿
を
見
せ
る
数
匹
の
カ
ブ
ト

虫
は
、
子
ど
も
た
ち
を
夢
中
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
野
菜
作
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
日
々
の
保
育
活
動
や
地
域
の
老
人

会
と
の
交
流
・
大
道
小
と
の
交
流
等
を
通
し

て
「
人
や
友
だ
ち
と
の
つ
な
が
り
」「
思
い

や
り
の
心
」
が
育
つ
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
共
に
手
を
と

り
あ
い
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
心
も

体
も
輝
き
成
長
で
き
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

す
。そ

し
て
、

「
今
日
は
、
楽

し
か
っ
た
」

と
満
足
し
て

園
生
活
が
送

れ
る
保
育
園

で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

146‐2328

▲どぉ？ぼくたち、
私たちこわいでしょ
～

144‐3120



小学校・中学校の話題をお届け！

k （第１アリーナ）
子どもと大人の混合チームで行う、５人制のビー
チボールバレーです。午前９時30分から

k （芝生広場）
・ファミリーの部（２人１組）午前９時30分から
・個人の部　午後１時から

k （第１多目的グラウンド）
陸上競技教室とウォーキング教室です。
午前９時30分から

k （第２多目的グラウンド）
保育園児・幼稚園児対象の７人制サッカーです。
幼稚園・保育園からの参加大歓迎です！
午前９時30分から

k （第１多目的グラウンド）
ハンドボール遠投、ママチャリ100m走、スリッパ飛ばし、
尻相撲大会など、パワー・スピードを競います。山鹿
No.1の記録として認定します！　午後１時30分から

k （第２アリーナ）
マット、跳び箱、鉄棒、トランポリン、いろんなスポー
ツの基礎になる器械体操を専門の指導員が教えます。
午前９時30分～午後３時

k （カルチャー周辺）
家族で協力して一緒に汗を流そう！
午後１時30分から

k （第１アリーナ）
ユニカール、シャッフルボード、ペタンクなど

当
　
日
　
受
　
付
　
可

受付
不要

参加費は１人300円（昼食・保険代）
どれに参加してもOK！
記念品・賞品あり
申込期限：10月15日G必着
申込みは、実行委員会事務局
1４３‐００９０まで

要
　
事
　
前
　
申
　
込

主催：
やまがスポーツフェスティバル実行委員会

稲田小学校の周囲には、校名のとおりずっと水田が広
がっています。この季節、稲穂が風に揺れ、実りの秋を
迎えています。このように自然に恵まれた広々とした校
地の中で、校訓「友愛　明朗　勤勉」のもと、現在126
名が学んでいます。
【環境美化に努めています】
子どもも職員も力を合わせて花いっぱいの学校、校

舎・校庭もきれいに整備された学校を目指しています。
【月の歌と合唱コンクール出場】
月の歌を決め、音楽集会で楽しんだり、各教室で歌声

を響かせたりしています。５・６年生はＮＨＫ音楽コン
クールに連続出場し、素晴らしい歌声を披露することが
できました。
【本に親しんでいます】
朝の活動時間に週３回読書活動時間を位置付け、静か

な環境の中で落ち着いて読書に集中できるように取り組
んでいます。また、家庭での読書のすすめや親しみやす
い図書館を目指した環境整備、保護者や地域の方々の協
力による読み聞かせの活動なども進めています。
【理科の学習を楽しんでいます】
平成15年度から国立教育政策研究所の研究指定を受け、

理科学習の充実に取
り組んでいます。自
然や事物との関わり、
人や生き物との関わ
りを持ちながら、感
じ・考え・実感する
理科の学習を工夫し
ています。本年度も、
11月22日に公開授業研究
会を行います。目を輝か
せて学習に取り組む子ど
もたちの姿を是非ご覧く
ださい。

他にも「ふるさとの名人さん」として地域の方から米作
りや版画・陶芸・絵画・和太鼓など習ったり、鹿本農高の
生徒さんたちからは食農教育の交流でニガウリ栽培と収穫
した野菜を使った調理など教えてもらったりしています。

『限りない夢　不断の努力　感謝の心』を大切にし、
日々生き生きと生活しています。

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意

・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）

〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

山
鹿
人
力
車
俥
夫
　
山
鹿
太
郎
さ
ん

（
山
鹿
市
温
泉
観
光
協
会
）

今
月
14
日
に
て
山
鹿
人
力
車
が
一
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
協
力
、

ご
指
導
を
頂
い
た
結
果
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

８
月
に
は
１，

０
０
０
組
約
２，

０

０
０
名
様
を
ご
案
内
出
来
ま
し
て
、
ご

乗
車
の
お
客
様
に
は
記
念
品
を
贈
呈
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
一
周
年
記
念
特
別
乗
車
】

『
広
報
や
ま
が
を
見
た
』
で

お
一
人
様
500
円
で
乗
車
で
き
ま
す
。

特
別
乗
車
期
間u

10
月
10
日
b
〜
20
日
e

午
後
５
時
ま
で
の
時
間
帯

場
所u

山
鹿
温
泉
観
光
協
会
（
1
43
‐

２
９
５
２
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

投
稿

鹿
校
通
町
内
会
　

恒
例
の
大
運
動
会
を
、
今
年
は
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
鹿
校
通
地
区
の

み
な
さ
ん
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

大
会
日
時u

10
月
９
日
a

午
前
８
時
半
集
合

午
前
９
時
開
会

投
稿

投
稿

野
中
誠
道
さ
ん

（
鹿
北
町
岩
野
）

先
日
、「
新
山
鹿
市
百
人
展
」
を
機

に
、
久
し
ぶ
り
に
市
立
博
物
館
を
訪
ね

た
が
、
静
か
な
木
立
に
囲
ま
れ
た
風
光

明
媚
な
環
境
で
、
し
ば
し
俗
世
を
忘
れ

思
索
に
耽
る
に
は
最
高
の
場
所
で
あ
る

と
改
め
て
感
じ
た
。

展
示
さ
れ
た
百
名
の
方
々
、
夫
々
の

分
野
で
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
各
位

に
深
く
感
銘
を
受
け
た
。

ま
た
、
館
内
に
は
山
鹿
市
近
郊
の
遺

跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
貴
重
な
品
々
が
整

然
と
陳
列
さ
れ
、
当
時
の
先
人
の
生
活

や
文
化
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
ば
か

り
で
あ
る
。

屋
外
で
は
、
吉
田
川
の
河
川
工
事
で

移
築
さ
れ
た
大
坪
眼
鏡
橋
の
由
来
を
目

に
し
、
こ
の
橋
が
吉
田
川
に
架
か
っ
て

い
た
当
時
は
ふ
だ
ん
か
ら
目
に
し
気
に

も
か
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
矢
部
の
通

潤
橋
に
次
ぐ
全
国
第
二
位
の
用
水
橋
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
目
か
ら
う
ろ
こ
が

落
ち
る
と
は
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
と
私
自

身
の
不
明
を
知
り
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
。

（
当
時
は
単
な
る
通
行
用
の
橋
だ
と
ば
か

り
思
い
気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
）

更
に
、
西
南
の
役
で
山
鹿
口
の
激
戦

で
戦
没
さ
れ
た
政
府
、
薩
摩
両
軍
の
記

念
碑
を
初
め
て
目
に
し
、
こ
れ
だ
け
の

名
簿
や
資
料
収
集
に
は
大
変
な
苦
労
を

さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、

当
時
の
激
戦
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

他
に
も
い
ろ
い
ろ
館
内
外
に
展
示
さ

れ
て
い
る
が
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
は
、

訪
れ
る
人
が
歴
史
等
に
興
味
を
持
つ
ご

と
く
一
部
の
人
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
は
な
か
ろ
う
か
。
新
山
鹿
市
民
で
こ

こ
を
訪
ね
ら
れ
た
方
々
が
ど
れ
だ
け
い

ら
っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
か
。

博
物
館
当
局
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
等
を
催
す
な
ど
し
て
一
人
で

も
多
く
の
人
が
、
足
を
運
ば
れ
る
よ
う

な
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
も
ら
い

た
い
。

ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
博
物
館
の
あ
る
鍋
田
地

区
に
は
、
江
戸
時
代
の
民
家
、
国
指
定

史
跡
チ
ブ
サ
ン
・
オ
ブ
サ
ン
古
墳
な
ど

の
ほ
か
、
貸
し
自
転
車
100
台
が
あ
る

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
博
物
館
を
拠
点
と
し
て
探

索
で
き
る
古
代
へ
の
道
、
古
墳
の
森
な

ど
多
く
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
肥
後
古
代

の
森
」
山
鹿
地
区
は
、
素
晴
ら
し
い
環

境
に
恵
ま
れ
た
歴
史
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
現
在

の
市
立
博
物
館
の
認
知
度
が
決
し
て
高

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
何
を
展
示
し
て
い
る
の
か
、
新
市

唯
一
の
博
物
館
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
ご
存
じ
の

市
民
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
少
し
で
も
博
物
館
に
足

を
向
け
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
考
え
で
、

６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
「
新
山

鹿
の
百
人
展
」、
７
月
16
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
「
不
思
議
と
お
も
し
ろ
昆
虫

展
２
」
の
企
画
展
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

一
般
の
人
に
も
親
し
み
や
す
く
、
誰

で
も
興
味
が
持
て
る
内
容
の
企
画
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
、
常
設
コ
ー
ナ
ー
の
全

国
的
に
有
名
な
菊
池
川
流
域
の
考
古
資

料
、
歴
史
資
料
を
じ
っ
く
り
と
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
博
物
館
事
業
の
充
実

と
広
報
に
努
め
て
い
き
ま
す
。（

文
化
課
）



b
は
市
県
民
税
３
期
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
７
期
の
納
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時u

10
月
12
日
d
・
26
日
d

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

日
時u

10
月
27
日
e
・
28
日
f

31
日
b

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
納
期

限
を
過
ぎ
る
と
年
利
一
四
・
六
％
の

延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

…
本
庁
税
務
課1

43
‐
１
１
４
４

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

10
月
13
日
e

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

10
月
17
日
b
〜
23
日
a
ま
で
、
秋
の

行
政
相
談
週
間
で
す
。

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
行
政
相
談
員
】

山
鹿
地
区
　
西
川
　
勝1

43
‐
４
６
７
４

鹿
北
地
区
　
杉
　
勝
典1

32
‐
３
０
８
０

菊
鹿
地
区
　
小
澄
　
隆1

48
‐
３
２
０
２

鹿
本
地
区
　
森
本
弘
毅1

46
‐
２
６
８
２

鹿
央
地
区
　
前
田
義
博1

36
‐
３
５
７
３

…
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

1
096
‐
324
‐
１
６
６
２
　

問
合
せ

問
合
せ

日
時u

10
月
20
日
e

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で
　

場
所u

合
志
町
総
合
セ
ン
タ
ー

ヴ
ィ
ー
ブ
ル

内
容u

一
般
求
職
者
就
職
面
接
会

※
来
年
３
月
新
規
卒
業
予
定
者
を

除
く

参
加
予
定u

求
人
事
業
所
40
社
（
見
込
）

…
菊
池
公
共
職
業
安
定
所

1
24
‐
８
６
０
９

女
性
が
抱
え
る
悩
み
に
つ
い
て
、
専

門
の
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
に
出
向
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

家
庭
の
悩
み
や
男
女
間
の
暴
力
、
家

庭
で
の
問
題
、
こ
こ
ろ
と
妊
娠
に
関
す

る
相
談
な
ど
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時u

10
月
28
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所u

山
鹿
保
健
所
会
議
室

※
内
容
に
よ
っ
て
専
門
ス
タ
ッ
フ
派
遣

の
た
め
、
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
。

電
話u

43
‐
８
０
０
３

…
県
鹿
本
福
祉
事
務
所

1
43
‐
８
０
０
３

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

10
月
13
日
e

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所u

鹿
北
町
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　

担
当u

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

山
鹿
支
局
職
員

…
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

1
44
‐
２
４
１
１

本
庁
人
権
啓
発
課

1
43
‐
１
１
９
９

問
合
せ

問
合
せ県

内
で
木
造
住
宅
を
新
築
さ
れ

る
方
に
、
乾
燥
ス
ギ
柱
材
を
無
償

で
提
供
す
る
「
く
ま
も
と
木
の
住

ま
い
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

提
供
す
る
木
材u

・
12
b
角
ま
た
は
10
・
５
b
角

・
長
さ
３
ｍ

・
新
築
個
人
住
宅
１
戸
当
た
り
90
本

を
上
限

募
集
期
間u

10
月
３
日
b
〜
14
日
f

募
集
戸
数u

35
戸

…
6
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

1
096
‐
382
‐
７
９
１
９

http://www.infobears.ne.jp/km
ok

uren/

問
合
せ

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

10
月
７
日
f

w
子
ど
も
生
活
相
談u

10
月
14
日
f

e
司
法
相
談u

10
月
21
日
f

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

10
月
４
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

10
月
11
日
c

e
消
費
生
活
相
談u

10
月
18
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

10
月
５
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

10
月
12
日
d

e
警
察
相
談u

10
月
19
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

10
月
４
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

10
月
11
日
c

e
法
律
相
談u

10
月
18
日
c

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

10
月
５
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

10
月
12
日
d

e
心
の
悩
み
相
談u

10
月
19
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称

を
労
働
保
険
と
い
い
ま
す
が
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
手
続
を
行
い
労
働
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

労
災
保
険
給
付
や
失
業
給
付
、

介
護
休
業
中
の
給
付
な
ど
が
速
や

か
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
早
め
の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

…
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
　
　
　

1
096
‐
211
‐
１
７
０
２

問
合
せ

県
で
は
、
介
護
休
業
ま
た
は
育

児
休
業
を
取
得
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
休
業
期
間
中
に
必
要
と
す
る

生
活
資
金
や
介
護
・
育
児
の
た
め

の
資
金
を
無
担
保
・
低
金
利
で
長

期
に
わ
た
っ
て
貸
付
す
る
た
め
の

制
度
「
熊
本
県
介
護
休
業
・
育
児

休
業
者
生
活
資
金
貸
付
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。

対
象
者u

・
県
内
に
勤
務
先
ま
た
は
住
所
が
あ

る
方

・
現
在
の
勤
務
先
に
１
年
以
上
勤
務

し
て
い
る
方

・
１
ヶ
月
以
上
継
続
し
て
介
護
・
育

児
休
業
を
取
得
す
る
方
で
、
同
一

事
業
所
に
復
職
が
確
か
な
方

・
休
業
中
の
賃
金
収
入
が
２
分
の
１

以
下
に
な
る
方

融
資
額u

10
万
〜
100
万
円
ま
で

融
資
金
利u

一．

三
％

※
別
途
保
証
料
が
必
要
に
な
り
ま
す

返
済
期
間
と
方
法u

６
年
以
内

毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）

保
証
人
等u

保
証
機
関
の
保
証
を
う
け
る

取
扱
金
融
機
関u九

州
労
働
金
庫
県
内
支
店

…
県
労
働
雇
用
課
　

1
096
‐
383
‐
１
１
１
１

（
内
線
５
２
２
５
）

九
州
労
働
金
庫
山
鹿
支
店

1
44
‐
５
５
３
３

問
合
せ

補
助
対
象
者u

集
熱
器
の
総
面
積
75
g

ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方

補
助
金
額u

集
熱
器
の
総
面
積
に
応
じ

た
補
助
金
額

※
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す
る
場
合

も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

…
7
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

太
陽
熱
利
用
部
1
03
‐
５
２
７
５
‐
９

５
６
６
　http://www.nef.or.jp

問
合
せ

平
成
18
年
度
か
ら
影
響
が
あ
る

も
の
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

q
個
人
住
民
税
均
等
割

納
税
義
務
者
を
有
す
る
夫
と
生
計
を

一
に
す
る
妻
で
、
夫
と
同
じ
市
町
村
内

に
住
所
を
有
す
る
者
に
対
す
る
非
課
税

措
置
が
廃
止
（
平
成
17
年
度
は
２
分
の

１
軽
減
措
置
適
用
）

w
老
年
者
控
除

年
齢
65
歳
以
上
の
者
で
、
合
計
所
得

金
額
が
一
千
万
円
以
下
の
者
に
係
る
老

年
者
控
除
の
廃
止

e
公
的
年
金
控
除

年
齢
65
歳
以
上
の
者
に
対
す
る
上
乗

せ
措
置
が
廃
止
に
伴
い
、
公
的
年
金
等

控
除
の
最
低
控
除
額
が
50
万
円
加
算
さ

れ
、
120
万
円
と
す
る

r
非
課
税
措
置

年
齢
65
歳
以
上
の
者
の
前
年
合
計
所

得
が
125
万
円
以
下
の
者
に
対
す
る
非

課
税
措
置
を
平
成
18
年
度
分
か
ら
段
階

的
に
廃
止
（
平
成
18
年
度
は
三
分
の
二

を
軽
減
）

t
定
率
減
税
の
見
直
し

現
在
「
所
得
割
額
15
％
相
当
額
（
４

万
円
限
度
）」
か
ら
「
所
得
割
額
7.5
％

相
当
額
（
２
万
円
限
度
）
に
縮
減

…
本
庁
税
務
課
　

1
43
‐
１
１
２
０
　

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
市
民
税
係

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１
　
菊
鹿
1
48
‐

３
１
１
１
　
鹿
本
1
46
‐
３
１
１
１

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
２

問
合
せ

日
時u

平
成
18
年
１
月
９
日
-

午
前
９
時
受
付
　
午
前
10
時
開
会

場
所u山

鹿
市
総
合
体
育
館
第
１
ア
リ
ー
ナ
　

対
象
者u

昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
新
成
人

そ
の
他u

・
服
装
は
自
由

・
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
は
11
月
中

に
ハ
ガ
キ
に
て
通
知

※
そ
れ
以
外
の
方
は
、
事
前
に
担
当
課

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
ハ
ガ
キ

に
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
式
当
日
受
付
も
可

…
社
会
教
育
課1

43
‐
１
６
５
１

問
合
せ

賦課金の口座振替の申込を受け付けています。
今回より、農協、肥後銀行の他に、要望が多かった郵
便局ができるようになりました。
受付期限u１０月３１日b

取扱い金融機関u郵便局・鹿本農協・肥後銀行
※通帳・通帳届出の印鑑を持参され、山鹿土地改良区事務局
までお越しください。

…山鹿土地改良区1４３‐１１１５問合せ



日
時u

10
月
13
日
e

午
後
７
時
か
ら

場
所u

法
事
の
館
・
夢
想
庵
（
熊
入
町
）

テ
ー
マu

「
香
道
」

講
師u

あ
か
り
・
か
お
り
ク
リ
エ
ー
タ
ー

野
田
洋
市
　
氏
（
野
田
武
一
商
店
）

会
費u

500
円
（
お
預
か
り
し
、
葬
祭

支
援
費
に
し
ま
す
）

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

10
月
８
日
g

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

10
月
23
日
a

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

10
月
14
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所u

菊
鹿
町
中
央
公
民
館

講
義
内
容u

家
庭
内
掃
除
の
基
礎

対
象
者u

55
〜
65
歳
ま
で
の
方

雇
用
就
業
を
望
む
方

（
臨
時
か
つ
短
期
を
含
む
）

募
集
人
数u

25
人
程
度

※
参
加
は
無
料
で
す
。

※
自
宅
で
使
っ
て
い
る
鍋
・
フ
ラ
イ
パ

ン
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
　
　
1
44
‐
１
８
５
０
　

「
ア
ン
ジ
ュ
ー
ル
（
あ
る
日
）
私
は

本
当
の
私
に
出
会
う
」
と
題
し
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時u

10
月
23
日
a
午
後
１
時
〜
４
時

場
所u

八
千
代
座

参
加
費
（
入
館
料
）u

500
円

内
容u・

朗
読
劇
「
源
氏
物
語
」

・
男
女
共
同
参
画
寸
劇

・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
リ
レ
ー

ト
ー
ク

石
橋
敏
郎
（
県
立
大
学
教
授
）

緒
方
洋
子
（
パ
レ
ア
顧
問
）

北
原
チ
ヅ
（
鹿
北
総
合
支
所
職
員
）

林
田
美
恵
子
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
主
宰
）

・
桟
敷
談
義

桟
敷
で
出
演
者
と
参
加
者
皆
さ
ん

が
語
り
合
う

…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
ン
デ
ィ
21

や
ま
が
　
1
44
‐
３
５
０
８

問
合
せ

問
合
せ

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時u

10
月
８
日
g

午
前
11
時
半
〜
午
後
３
時

場
所u

山
鹿
回
生
病
院

内
容u

地
域
の
方
々
参
加
に
よ
る
踊
り

バ
ザ
ー
（
う
ど
ん
・
ぜ
ん
ざ
い
等
）

健
康
相
談
（
こ
こ
ろ
・
痴
呆
・
心

理
・
栄
養
等
）

介
護
用
品
の
展
示

…
山
鹿
回
生
病
院

1
44
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

10
月
９
日
a

午
前
９
時

場
所u

山
鹿
市
総
合
体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

…
田
添

1
090
‐
２
０
８
３
‐
６
７
２
１

問
合
せ

愛
を
育
み
あ
い
、
豊
か
な
心
を
育
て

る
キ
リ
ス
ト
教
保
育

の
び
の
び
個
性
が
輝
く
保
育

願
書
配
布u

10
月
１
日
g

願
書
受
付u

11
月
１
日
c

入
園
説
明
会u

11
月
９
日
d

当
園
に
て
午
前
10
時
か
ら

募
集
人
数u

３
歳
児
　
15
名

４
・
５
歳
児
　
若
干
名

※
３
歳
の
お
誕
生
日
が
き
た
お
子
様
は

い
つ
で
も
入
園
で
き
ま
す
。

…
霊
泉
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
　
　

1
44
‐
３
１
２
０
　

問
合
せ

日
時u

10
月
23
日
a

午
後
２
時
開
演

場
所u

植
木
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

主
催u

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
　
フ
ラ

カ
レ
イ
ヒ
ナ
ラ
ニ
堀
川
フ
ラ
ハ
ラ
ウ

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

…
事
務
局
　
1
43
‐
３
８
０
９
　

問
合
せ

日
時u

10
月
30
日
a

雨
天
決
行
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時

場
所u

荒
尾
養
護
学
校

内
容u・

生
徒
、
交
流
校
、
支
援
諸
団
体
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

・
中
学
部
、
高
等
部
作
業
学
習
製
品

や
飲
食
物
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の

バ
ザ
ー

…
荒
尾
養
護
学
校

1
０
９
６
８
‐
62
‐
１
１
３
１
　

問
合
せ

日
時u

10
月
23
日
a

午
後
２
時
開
演

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
跡
地
）

ピ
ア
ニ
ス
トu

時
里
由
紀
子

富
田
の
り
子

チ
ケ
ッ
トu

一
般
　
千
円
（
当
日
　
千
五
百
円
）

学
生
　
五
百
円
（
当
日
　
千
円
）

曲
目u

「
剣
の
舞
」「
ラ
・
カ
ン
パ
ネ

ラ
」
ほ
か
　
　
　
　

…
後
援
事
務
局1

46
‐
２
０
９
１

問
合
せ

新
聞
雑
誌
等
で
話
題
の
山
鹿
三
十
三

観
音
霊
場
。

こ
の
霊
場
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

「
知
ろ
う
よ
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
も
山
鹿
の
大
切
な
歴
史
を
巡

っ
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時u

q
10
月
18
日
c

w
10
月
19
日
d

※
雨
天
決
行

集
合
場
所u

山
鹿
市
役
所
別
館
横

駐
車
場
（
市
役
所
裏
）

巡
礼
箇
所u

q
一
番
札
所
〜
二
十
二
番
札
所

w
二
十
二
番
札
所
〜
三
十
三
番
札
所

定
員u

q
w
と
も
先
着
25
名

参
加
費u

一
人
　
500
円
（
昼
食
代
）

…
山
鹿
温
泉
観
光
協
会

1
43
‐
２
９
５
２

本
庁
観
光
振
興
課

1
43
‐
１
５
７
９

問
合
せ

山
鹿
太
鼓
と
灯
籠
踊
り
の
競
演
！

国
指
定
重
要
文
化
財
の
中
で
観
る
山

鹿
の
心
意
気
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日
時u

10
月
１
日
g
・
８
日
g

９
日
a
・
15
日
g

22
日
g

午
後
８
時
半
開
演

場
所u

八
千
代
座

入
場
料u

500
円
（
全
席
自
由
）

…
山
鹿
温
泉
観
光
協
会

1
43
‐
２
９
５
２

問
合
せ

現
在
山
鹿
市
内
に
は
、
各
種
女
性
団

体
や
自
主
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
る
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
・
女
性
Ｇ
Ｎ
Ｗ
が

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
力
を
つ

け
る
こ
と
）
や
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
等
共
通
の
テ
ー
マ
で
学
習
や
交
流

心
身
障
害
児
（
者
）
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時u

10
月
15
日
g

午
前
９
時
か
ら

場
所u

総
合
体
育
館
第
１
ア
リ
ー
ナ

…
本
庁
い
き
が
い
推
進
課

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

1
43
‐
０
０
５
２

問
合
せ

日
時u

10
月
21
日
f

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時
40
分

場
所u

熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

３
Ｆ
大
ホ
ー
ル

対
象u

職
業
家
庭
両
立
推
進
者
、
企
業

の
人
事
労
務
担
当
者
、
労
働
組

合
ほ
か
　
200
名

内
容u

講
演
、
事
例
発
表
、
両
立
支
援

関
係
助
成
金
な
ど
の
説
明

…
熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

1
096
‐
352
‐
３
８
６
５

申
込
・
問
合
せ

日
時u

10
月
16
日
a

午
後
２
時
開
演

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
跡
地
）

チ
ケ
ッ
トu

小
学
生
以
上
　
前
売
り
　
千
円
　

当
日
　
千
五
百
円

…
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｗ
・
Ｉ
・
Ｌ

（
代
表
　
松
尾
）

1
080
‐
５
２
７
４
‐
５
９
７
４

ラ
ジ
オ
村
・
村
役
場
1
44
‐
８
３
３
９

問
合
せ

市
税
等
の
収
納
率
向
上
を
図
る
た
め
、

納
税
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
年
齢u

40
歳
以
上
70
歳
未
満

主
な
業
務u

・
市
税
の
収
納
業
務

・
納
税
相
談

・
納
税
指
導
　
な
ど

勤
務
時
間u

非
常
勤
の
嘱
託
員
で
一
ヶ

月
に
20
日
間
程
度

（
一
日
６
時
間
程
度
）

申
込
締
切u

10
月
31
日
b

…
本
庁
税
務
課
収
納
係
　
　
　
　
　

1
43
‐
１
１
４
４
　

問
合
せ

を
目
的
に
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
の
方
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格u

・
山
鹿
市
在
住
で
、
活
動
さ
れ
て
い
る

団
体

・
女
性
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ご

理
解
ご
協
力
く
だ
さ
る
団
体

※
主
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動

と
な
り
ま
す
。

提
出
書
類u

・
団
体
登
録
書

・
団
体
構
成
員
名
簿
、
団
体
紹
介

申
込
締
切u

10
月
17
日
b

応
募
先u

山
鹿
市
山
鹿
９
７
８

山
鹿
市
役
所
人
権
啓
発
課

男
女
共
同
参
画
推
進
係

…
人
権
啓
発
課1

43
‐
１
１
９
９
　

問
合
せ

中
世
武
将
の
屋
敷
跡
「
隈
部
館
」
と

隈
部
氏
に
縁
の
あ
る
地
を
巡
り
な
が
ら
、

隈
部
氏
の
歴
史
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

歴
史
に
興
味
が
あ
る
方
、
歩
く
の
が

好
き
な
方
、
体
力
に
自
信
が
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時u

10
月
23
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
頃

※
小
雨
決
行
で
す
の
で
、
雨
の
場
合
は

雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
歩
く
距
離
は
約
３
d
で
す

集
合
場
所u

菊
鹿
町
中
央
公
民
館
玄
関

（
午
前
10
時
ま
で
に
集
合
）

参
加
料u

一
人
　
千
円

（
昼
食
・
記
念
品
・
保
険
料
）

定
員u

30
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法u

電
話
で
直
接
申
し
込
み

申
込
締
切u

10
月
20
日
e

…
肥
後
国

衆
一
揆
顕
彰
会
事

務
局
（
山
鹿
市
出

土
文
化
財
管
理
セ

ン
タ
ー
内
）

1
46
‐
５
５
１
２
　

問
合
せ

山鹿市・植木町の小中学校特殊学級在籍児童生徒の運動会と作品
展があります。
みなさん是非お越しください。
日時u１０月２２日g

９:２０～１５:００　　　
場所u山鹿市立鹿北中学校

体育館

内容u徒走・巧ち走・持久走
ダンス・玉入れなど
…山鹿市立鶴城中学校
1４３‐１１８８

問合せ

歌友の皆様多数ご参加をお待ちしています。
大会日時u11月６日a 場所u山鹿市中央公民館
選者u安永蕗子先生　
短歌送り先u〒861－0531 山鹿市中674－2 富田豊子宛
締切u10月20日e・必着　会費u千円



10
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時

工事名 工事場所 落札業者 落札額
8/17
8/17
8/17
8/17
8/17
8/17
8/17
8/17
8/17
8/17
8/17
8/17

8/17
8/17
8/17

8/17

8/17
8/30

8/30

8/30

郷原姫井線道路改良工事
鹿校通公園便所設置工事
鹿校通公園整備工事
市営一里木団地建設（建築その１）工事
市営一里木団地建設（建築その２）工事
市営一里木団地建設（建築その３）工事
市営一里木団地建設（機械設備）工事
市営一里木団地建設（電気設備）工事
志々岐小原線道路改良工事
霊仙古閑線２工区道路改築その１工事
霊仙古閑線２工区道路改築その２工事
霊仙古閑線２工区橋梁上部工事

中町大宮通線排水路整備工事
山鹿東部工業団地道路整備工事
下水道工事に伴う配水管布設替工事（上吉田・
池田博文宅前）
平成17年度楢迫第１雨水幹線管渠築造工事・楢
ノ迫６号線道路改良工事
平成17年度　三玉・八幡地区幹線６号工事
平成17年度　庄・石渕地区処理施設（土木・建
築）工事
平成17年度　庄・石渕地区処理施設（機器製作）
工事
青井千田線道路改良工事（その８）

山鹿市鹿央町広　地内
山鹿市古閑　　　地内
山鹿市古閑　　　地内
山鹿市鹿央町広　地内
山鹿市鹿央町広　地内
山鹿市鹿央町広　地内
山鹿市鹿央町広　地内
山鹿市鹿央町広　地内
山鹿市志々岐　　地内
山鹿市中　　　　地内
山鹿市古閑　　　地内
山鹿市古閑　　　地内

山鹿市鹿校通　　地内
山鹿市久原　　　地内
山鹿市上吉田　　地内

山鹿市鹿校通　　地内

山鹿市上吉田　　地内
山鹿市鹿本町石渕地内

山鹿市鹿本町石渕地内

山鹿市鹿央町広　地内

2拓振建設
2津留工務店
1岩下建設
2野中建設
1本山建設
2マエノ
城設備
2西部電設
藤工業1

2山榮開発
1高喜工業
1安部工業所
熊本営業所
2阿蘇品組
2佐間野土木
城北工業1

2とみた工業

1フチガミ
1青木工務店

共和化工1福
岡支店
2上村建設

26,565,000
7,350,000
32,340,000
46,515,000
46,725,000
39,900,000
11,550,000
9,586,500
75,810,000
48,006,000
42,892,500
57,225,000

8,988,000
17,167,500
6,688,500

23,100,000

34,545,000
101,850,000

96,075,000

36,645,000

※落札価格500万円以上を掲載 …本庁総務課43ｰ1117

入札日

問合せ

大
会
日
時u11

月
13
日
a

【
小
雨
決
行
】

大
会
会
場u

山
鹿
市
鹿
本
体
育
館

種
目u

１
d

小
学
１
・
２
年
生

２
d

小
学
３
・
４
年
生

３
d

小
学
５
・
６
年
生

中
学
生

一
般
（
20
歳
以
上
）

５
d

一
般
（
20
歳
以
上
）

10
d

一
般
（
20
歳
以
上
）

参
加
資
格u

【
一
般
の
部
】

・
20
歳
以
上
で
健
康
に
自
信
が
あ
る
方

【
小
・
中
学
生
の
部
】

・
小
学
１
年
生
以
上
中
学
３
年
生
以
下

で
健
康
に
自
信
が
あ
る
人

・
保
護
者
の
同
意
が
必
要

参
加
料u

一
般
の
部
　
　
　
３
千
円

小
・
中
学
生
の
部
　
千
円

※
専
用
の
郵
便
振
込
用
紙
に
て
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
で
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

注
意
事
項u

・
専
用
の
郵
便
振
込
用
紙
が
申
込
書
を

兼
ね
る

・
締
切
日
以
降
の
申
込
は
受
け
付
け
な

い
・
後
日
参
加
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

・
当
日
の
参
加
申
込
は
受
け
付
け
な
い

申
込
締
切u

10
月
14
日
f

当
日
消
印
有
効

…
鹿
本
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

（
鹿
本
生
涯
学
習
健
康
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま

り
内
）

1
46
‐
５
０
７
５
　
　

問
合
せ

2日a

9日a

10日-

16日a

23日a

30日a

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

もろとみ医院／たなか眼科医院／幸村医院
武内医院／大坂整形外科医院
三森循環器科呼吸器科病院
星田内科医院／松永整形外科リウマチ科
大坪内科呼吸器科医院／
はとの眼科クリニック
坂本医院／後藤整形外科医院

k
期間u10月３日b～28日fまで

ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
＊お問い合せは一ノ瀬建志まで 1４４‐５６０９

k
兄・純一は象嵌などの加飾による木工作品、弟・友行

は漆の伝統的技法を行った塗り物作品。
食器・インテリア用品・アクセサリーなどを中心に40
点ほど展示いたします。
期間u10月５日d～17日bまで

珈琲庵・やまが門前美術館（九日町）
1４２‐８２００
時間u９：00～20：00（火曜定休）

k
風景から受けるイメージを構成しています。
期間u10月１日g～31日bまで（最終日は15：00まで）
※後半16日以降作品の一部を入れ替えます。

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
パンの花＝パン粘土を使って個性的で量感のある花　
染の花＝クレイの粘土で布をあしらって柔らかく軽や

かな花
ルナブランカ＝ハーブの香りの石けん粘土から生まれ

る花　
期間u10月１日g～17日bまで

Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

開催日 行　事　名 時間 料金

風情物語5（午後８時半～）
風情物語6（午後８時半～）
風情物語7（午後８時半～）
松井誠劇団設立20周年記念公演
松井誠劇団設立20周年記念公演
休館日
光峰会　舞踊発表会
真田裕美香会発表会
風情物語8（午後８時半～）
真田民謡会発表会
北京京劇院「孫悟空」
山鹿小学校音楽会
風情物語9（午後８時半～）
山鹿市合併記念イベント
男女共同参画講演会・寸劇
狂言教室
ボランティア大会

夜間
夜間
夜間
全日
全日

午後
日中
夜間
日中
夜間
午後
夜間

日中

夜間
午前

有料
有料
有料
有料
有料
－
無料
無料
有料
無料
有料
関係者

有料

有料

関係者

関係者

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

1日g

8日g

9日a

10日-

11日c

12日d

14日f

15日g

16日a

17日b

21日f

22日g

23日a

24日b

30日a

k
期間u10月12日d～31日bまで

肥後銀行山鹿東支店（鹿校通）
＊お問い合せは堀川まで 1４３‐７５４３

k
墨・草木・柿渋などの自然の染料で染め重ねたシルク
服、酒袋で作ったバックなど150点を展示　
期間u10月２日a～４日cまで
ロフト孫平（丸亀醤油２Ｆ） 1４４‐３１３１
時間u10：30～17：00（水曜定休）



赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

日時u10月３日b 山鹿・菊鹿
日時u 17日b 山鹿・鹿本
日時u 24日b 山鹿・鹿央
日時u 31日b 山鹿

鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央は、13：30～15：30まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北→鹿北総合支所
場所u菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（17年５月21日～17年６月20日生）
日時u10月４日c 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（17年２月生）
日時u10月18日c 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（16年２月生）
日時と対象u
10月20日e 山鹿q（山鹿・大道校区）
10月25日c 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（14年６月生）
日時と対象u
10月21日f 山鹿q（山鹿・大道校区）
10月28日f 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（17年２月・６月生）
日時u10月11日c 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（16年２月・３月生）
日時u10月27日e 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u10月３日b／菊鹿、17日B／鹿本、
24日b／山鹿・鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿・菊鹿・鹿本・鹿央→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター

11月１日～30日にかけて、基本健診・子宮がん検診を山
鹿市内の指定医療機関で個別に実施します。
今年３月にすでに申し込みを済ませた方には、事前に問
診票が届きます。また、これから申し込みを希望する方は、
お住まいの地区の総合支所（保健師）までご連絡ください。
期　間u11月１日c～30日d

対　象u19歳以上
（平成18年４月１日までに到達する人を含む）

場　所u市内の各指定医療機関
検査料金u
基本健診…２，０００円
肝炎ウイルス検診…１，２００円追加
節目年齢（40、45、50、55、60、65、70歳）の希望者
前立がん検診（オプション検査）…１，８００円追加
50歳以上の男性希望者

なお、次の方は受診料が無料です。
q市民税非課税世帯…各総合支所で健診用の非課税証明
書（有料）をとり、当日健診会場へご持参ください。

w生活保護世帯…市役所福祉課で証明書の発行を受け、
当日健診会場へご持参ください。

e70歳以上の方…来年４月１日までに70歳になる方を含
みます。

※ただし、q～eに該当する方でもオプション検査（前立
腺がん検査）は有料になります。

山鹿市社会福祉協議会と市の共催により、「手をつなご
う地域に広がれ子育ての輪」をスローガンに、より充実し
た子育て支援活動ができるように研修会を開催します。
対象者uやまがファミリー・サポート・センター協力会員

市内在住で子育てに関心をお持ちの方
日時と内容u

q10月13日e

・子育てに温もりを（講師：萬野保子氏）
・食は心と生活の基礎（講師：平野多嘉子氏）

w10月14日f

・心と体をしなやかに（体操と絵本を通して）
（講師：松岡紀代子氏）
・子どもとの関わり方（講師：三浦佑子氏）
※時間は両日とも午前10時から正午まで

場　所u山鹿健康福祉センター視聴覚室
募集人数u30人　申込締切u10月７日F

参加費u無料
…やまがファミリー・サポート・センター
（山鹿社会福祉協議会・山鹿支所内）
1４４‐８８００

k
日時u10月５日d 13：30～14：30受付（診察は14：00から）
場所と対象u山鹿健康福祉センター（山鹿・鹿北・鹿央）

k
日時u10月12日d 13：30～14：30受付
場所と対象u鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

（市内全地区）

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

申込・問合せ

場所と日時u

q鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
10月18日c ９：30～11：30／12：30～15：30

w山鹿市役所
10月20日e ９：30～11：30／12：30～15：30

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

（H15.9.10生れ）

泉町（山鹿）

Qわたしからの一言
おててつないで上手に歌え
るよ！鹿北のじいちゃん、ば
ぁちゃんいっぱい遊んでね。

Qぼくからの一言
おじいちゃん、おばぁちゃ
んまた遊びに行くね。

（H16.8.1生れ）

来民（鹿本）

Qぼくからの一言
ばあちゃんとお風呂に入る
のが大好き。また遊んでね。

（H14.4.20生れ）

熊入町（山鹿）

問合せ
幸の国健康温泉館
「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後
９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

秋らしさが増し、朝晩肌寒いと感じるようになりまし
た。冷え性の方にとっては過ごしにくい季節の始ま

りです。

冷え性とは、「腰が冷える」「手足が冷たい」「体が温
まらず寝付けない」などの不快な冷感をいいます。

女性に多く見られますが、最近では男性にも増えてきて
いるようです。
【原　因】
・自律神経の働きがうまくいっていない
・体温を作る筋肉が少ない
・血行が悪く血液が手足先まで流れない
【対　策】
qおふろにゆっくり入る

ジワッと汗をかくくらい入り、体の芯から温め血行
をよくしましょう。
w手先足先を動かす
手足を曲げたり伸ばしたりすることで、血行が悪く
なった手先や足先に血液を送ることになります。
e筋肉をつける
筋肉は体温をつくり出します。ダンベル体操やマシ
ントレーニングなどをすることで大きな筋肉を鍛え、
体温を上げることができます。

冷え性は、日頃の生活習慣の影響が大きいので、心掛
け次第で症状を緩和することができます。これらを実践
し、寒くなる冬を快適に過ごしましょう。



◆おくやみ◆

山　鹿 山�カチさん(94) 大代マスグさん(93)
志柿乙女さん(85) 友田ムツエさん(91)
中村久美子さん(30)

川　辺 猿渡キン子さん(80) �口泰輔さん(64)
斉藤保行さん(61) �原シヅさん(94)

八　幡 中原喜久男さん(79) 水政依人さん(78)
田利惠子さん(72) 鹿子木房子さん(94)

村上敬一郎さん(76) 三森　静さん(93)
三　岳 上野美津江さん(72) 古家政己さん(88)

生野俊雄さん(91)
平小城 山口二人さん(76) 杉本三友さん(91)
米　田 豊永　光さん(84) 岡　富美さん(73)

橋本キヨ子さん(91) 江藤二さん(88)  
伊津野功揮さん(22) 田中美佐子さん(75)

三　玉 木庭アキオさん(93) 渕上浩男さん(85)
佐藤ヒサヱさん(65)

大　道 米村幸子さん(88) 平金ひとみさん(57)
富田　稔さん(61) 坂本義�さん(77)
渕上孝作さん(89)

岳　間 黒田満穂さん(79)

内　田 飯川一郎さん(91) 児玉チズコさん(82)
城野逸夫さん(82)

六　郷 横田ツタエさん(89) �丸�之さん(91)

来　民 嘉村ハル子さん(89)
稲　田 石井良春さん(79) 前田ヤヨイさん(98)

富田幸代さん(83) 芹川重行さん(85)

千　田 佐伯速雄さん(80) 木村ミス子さん(71)
山　内 江藤ヨブ子さん(84)

※８月中の届出受付分を掲載しています
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◆およろこび◆

米　田　岩根貴之さんQ山田由起さん
上村光国さんQ林田久美さん

八　幡 小村和広さんQ甲斐由梨佳さん

内　田 吉里健一郎さんQ飯星公和子さん　
富田雄大さんQ池田さおりさん

来　民 西山雅博さんQ田上絵梨佳さん
川俣輝明さんQ松尾直美さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 今村健聖さん　富島華恋さん
坂本　鈴さん　西田芭朱実さん

川　辺 立山心美さん
三　岳 中嶋夏琴さん
米　田 竹下倭叶さん　上村浩右さん　
八　幡 小坪直人さん　井上　愛さん

藤本陽菜さん　池田紅亜さん
中村伊千香さん　瀬戸あかりさん

三　玉 渕上　雅さん　池田誉麻さん
池田彩花さん　稲田愛夏さん

大　道 牛島倫太郎さん　石川果琴さん　
鶴輪夏菜さん　永田惟翔さん
原口愛加さん　柿本陽萌さん
吉良鉄生さん　今村��さん
大城戸陸琥さん　一�翔太さん　
古賀詩織さん

広　見 古川　凱さん

内　田 平田莉奈さん

来　民 豊田双葉さん　千 凛久さん
田島柚希さん　冨田惟月さん
前田夏蓮さん

稲　田 木村清香さん　前田彩衣さん
中　富 赤星雄紀さん　森山玲那さん

米野岳 中嶋沙月さん


